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【 は じ め に 】当 所 で は 、高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ（ Ｈ

Ｐ Ａ Ｉ ） の 発 生 に 備 え 、 平 時 か ら 防 疫 マ ッ プ の 整 備 や

防 疫 演 習 等 を 実 施 。 昨 年 度 の 演 習 に て 、 振 興 局 等 の 職

員 で 構 成 さ れ 農 場 の 初 動 防 疫 を 担 う ス タ ー タ ー チ ー ム

と の 連 携 に 課 題 が 生 じ た こ と か ら 、 こ れ を 機 に 、 所 内

の 危 機 管 理 体 制 の 一 層 の 強 化 を 図 る た め 、 本 病 発 生 時

に 想 定 さ れ る リ ス ク を 全 所 員 で 改 め て 検 証 し 、 リ ス ク

低 減 の 取 組 を 実 施 。 【 リ ス ク 検 証 】 ① 初 動 防 疫 の 遅 れ

② 周 辺 農 場 の 混 乱 ③ 風 評 被 害 へ の 対 策 強 化 が 必 要 と 判

断 。【 対 応 】① ス タ ー タ ー チ ー ム の 作 業 を 実 際 に 行 い 、

適 切 な 連 携 方 法 を 確 認 。そ の 後 実 施 し た 防 疫 演 習 で は 、

円 滑 に 作 業 が で き た と す る チ ー ム 員 の 割 合 が 昨 年 度 の

4 2％ か ら 1 0 0％ に 向 上 。 ② 発 生 時 、 周 辺 農 家 に 遅 滞 な

く 防 疫 対 応 を 指 示 す る た め 、 衛 生 情 報 の 雛 形 や 説 明 資

料 を 作 成 。 ま た 、 Ｇ Ｐ セ ン タ ー や 食 鳥 処 理 場 の 再 開 要

件 該 当 状 況 に つ い て 現 地 調 査 を 実 施 し 、 早 期 再 開 の 必

要 要 件 を 農 家 に 提 示 。 ③ ３ 校 の 高 ・ 大 学 生 を 対 象 に Ｈ

Ｐ Ａ Ｉ 等 の 急 性 悪 性 伝 染 病 に 関 す る 講 習 会 を 開 催 。 学

生 が 興 味 を 持 つ テ ー マ を 交 え て 実 施 し た と こ ろ 、 発 生

時 に 畜 産 物 の 安 全 性 に 不 安 を 持 つ 学 生 の 割 合 が 4 6 ％

か ら 1 2％ に 低 下 。 【 ま と め 】 全 所 員 の 共 通 認 識 の 基 で

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト を 実 施 す る こ と に よ り 、 個 々 の 危

機 管 理 意 識 が 向 上 し 、 所 内 の 危 機 管 理 体 制 も 強 化 。  


